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藤田輔世氏



藤田輔世氏の業績

)J1，irB'IQullt (Mr. Sukeyo Fnjit旦)氏は明治11年 (1878年)12月15日、千梨県に於L、てJi:審問

、到の次男として生れた。

父、 )[@l九;町r史は明治1]ゴF8月に?出lZ川

三1¥じの1¥[¥1そであったの

'i'!liIlI:L'てこ[1二点 111'Yr;je、 fll11 1'二'，~':;îを終て n月 lfì3W'ド 7 月 ψ 五了子i1fTIブブ?Jl]l'ア:f{1~を卒業し、 I，m月

[1 1戸j三;こ任命さ ，t l~\}Jt(1".t教室に例拐されたが、明治41 :rl~ Iiu~t m~i1:，!'~託となり、神奈川川、二[[f;~jの

可ト'-:!~V， irI}.句 PJ {J!f折に専問され、 Hf ら l河川Tf4二 7I1 氏の発IlfJにか L わる真円 t~f~d!三成法の至宝引や lli6?

に :'''(1) 、 ~1~.42年間)11 [交のm主も向子Jfのす!す限り;バ駄を継続されたが、 rnJ45"ドι1，1灸'1')1‘の

形となったの

:'::tE 2年←1，)砲の.;+U;}，をnるには一六引の月貝をl区、!aiとすると1前践して、 問弐斗年!ド二勺10月再間呼i河ご午7一)jr泊員印! 

へト況u;ミぷ劫4引叫Jy

;託i空引;myηl してソ:ソ'[Itnr円Il1汽ι可U~守j，の 1~仏R珂爪f自!士R可，; 尽駅宅にJI汗守乍一半1下主さj工たn

ゾコ[7年、ブ、'1とのl肢をi，i'Lf何)jに於いて今月駄に f，Jjf.1之される:'j[になり、fi'1J9 r，loには主J(I¥(ml庁

をム";f'.!!i抑制'j'J:11)¥抗告，1;;1のマカアサルの 7'一トンに修し本1作j}9tJ:li'(iV'[を開始された。

ブ、I仁 12年三菱の後j!} を í~Jて準的が充分終い、 1，問八司i1l4年 4}月3 に k好始t白1め vて 5若皆二干Fニの f斜iEr別E問引~J

り、犯にlIfi 杓12 年10月にはÿ p ナヨウガイによる大:f:rの t~珠多数を持%帰られた。

fr({干115年12月欧米の沢民kの状況とザ:術!日1f;f，の制改に11¥発されたが、 i会"1
'
アメ I1プJを総て

より K'lを ft;てフランメより作líl~t:l さ ~ltこカ:、 f具に辛~~!1n和16 5flO月 31 日、 jF~15l:さ)， llニ。オf 五 ['52

才。

!日:'rB'fiiliWr¥.:の功名Tはーと記の1mくjf)i'fiYt:の大-刊t'lfJ.;HをJlJし、た大j珠のずと;i(i完成が和!といっ

てもーたナきく他に児られないものでιL りますが、中「ゾ:三的Il:H'\;~こ宍f，j;発防 l三三光党のー人

として持ちな内JIII]1，'，'， j，\.:のJ1f!.:iÍlÌを ')~I1;)，に Ï:r 角([し、 ~U?リに L て百11:1す]十l けた 'Jrけ 111: にヲfIられな

い特指すべき1Uえであり、えn只をuhめてド1'::':'6による速か愉;'去に成功された之江と、プコヤ

カ'イの~[-: gl'11 Nl j'fi Yifi ì去のと:0;以土 5かくの ~~J ~!~iÍlの "1' で特に好結!ねな収めらj したものであります。

J:女:は!1!AFLl{!¥'j!上iたのが:211¥te1'1による。(交で[仁111')



最近の真珠業界の動向と今後の対策

義
みやJ弘

(只F;j;ili悩安定対策委員長)

判一ソ 容い折から大;tl:?J:心にi同予IEftl下さいま して有線うi同

胞います。この研究会も聞を設ね皆さんが自分i主の仕

事について将来の為に研究している引に対して、 私達

蔭乍ら非常に羽んでいる次第です。

今日は皆保に:お会いして、この研究会とはいさ』か触を[t~にするかも知れませんが、

むしろ私の方から皆i哉と、とくと御相談申上げ、或いはお35:が討論し合って将来然界を

どうし、う方向に持って行かねばならないかとL、う郁を、端的に皆様の御芯見も承る制り

でおりますが、多/J，今日は長くなって、あとの宍l絡の研究の部郎の方Aに御迷惑をかけ

るかもすIIれませんが、御辛隊して11l1¥，、てl貰きたいと思います。これは皆さんにr:!1!せられ

た共同の問題でありますからお宅へ煽られたら絞営者ーの方も叉従決偵の方もその点よく

お玄が話し合って将来の兵f'-!<を如何に持って行くかというは任を附人に於いて認殺し合

い 、 その引によって団体的な行引を起こす、とい う考え方で~'f:L，、の ~i界に於ける純肢と時1

しますか切突なテーマに入って行く相りでおりますが、一応J泣近の築界の!f[W，]という tji

について.1'1よげましてJi立後の結びと してどう L 、う |設にして~界をj住めるかと L 、う ~Hにつ

いて緊急の，i'lWIを共に(iTf究して行きたいと思います。

花、が皆様に特lζ恕減したいミjJは現在の点~~;Wの勤|白lに於いて皆様のこの秋l乙

上が・って米る ~~U*の fllfifl立のがであります。この京J~;がどういうり:に皆様から我

々が入手してこれを針外的に愉:11するか。従米の物の考え方でなく本年は村に

よt惜 してか LってI氏かないと恐らくこの 2，600!iq:の染者の過半数は Rt.i:らずし

てiDj l喫するという重大なII~':であると辺、います。此処に全国ì.íf!， W，とい 5 j'，:il氏なおi

織が生れて凶取をやるという 、 現 (I~の皆以の-ff日7をねた組織であります。

だがこ L数年やって米た結以がどうであるかと探 り返ってみますと必ずしも

満足 した結県は現れていないのです。何はその時な・lJになるかという引は業J白

I~ f-l，:の心桃えにあると忠います。

;:< 8月研究会総M録ードi' 1959年8月17日
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端的にEflしますと一つの組織を利.lllするという事は勿論利用する為の組織で

ありますがその利用の観点が間湿っている。 ut処に大きな原因があると思いま

す。何政なれば昨年の例:を見ましても漁協に於いて真珠が一つのfrilili!1づけられ

た値段てが果荷ずる。そうするとその似段を基準に尚 1ニに売ろうという努力が絶

えない。どから結局無定\~~，な販売を外でやっています。必然的にJi七処で架下1ft さ

れたものは宙に浮きこの分は訴か';.'iri[とかして呉れるだろうという他力的な考

えが業界にある限りは組合がいつも側一l二けごの様な欣態になります。

起するに組織を十二分に認識しないでキ[1!lIしているのです。これが大きな問

題であろうと忠、います。 昨年に於いても少くとも 13捻程の11HdIをして入札会

で話通の販売をして売ったものけ、僅かにその%であり、あとは政策売をやって

おります。この残った~~~ßtミが今問胞になっているものであります。これは決し

て漁協の幹部なり、 リーダーの人の;Jilではありません。よってう!とる所は皆肢の

思想の杭ーが不足している事にあると思し、ます。少くとも自主的に自分述が仕

事を起して自主的に約めねばならないのが我々の使命であります。この引をー

ノ¥一ー人が認!li立して各自のノftfがもlfijミしてこれが収となって業界に反映すれば決し

て組合言どある意味に於いての忠Hlという陪な結果にならずに済ん-r:と 思 い ま

す。ス是非とも本年からは週六の様なl!kU~であってはいけないという引をiÎ 1 J~， 

けーたいのであります。何故なれば本年、若し組合が昨年の!長な H~l'，可をやって 10

令憶というものが売れなくて ;'!\H， iJ したとすると大変な ~~Tになります。この背任

i土利!Jvj幹部丈の責任でなく 2.600人令部の茂任になるのです。 j'口引i

しますと巨白i分の所;は土j非!ド2会員で (_t;;)るカかミらJ端品品if的!内りな1指[員ミザ宍ミもf先f也己れると=巧汚える L事F何lは上 1穴;iさr九たt 

m l芯主いでjあらりますO 年11台のifiWiJが [It1平な牛耳るという司 ~rこなれば組合とは絞も

ILJもない自分自身 _ti J_ '1~1~でやっている )jにもやがてその '~~j~が米ます。 '~çm(そのも

のが(低下りして)京{IHî;~¥-rrが J~\!: り f人ちません。やがてはその fUIÇを吹 15 しなくて

はならないというれがすぐに来ると思いま-~-。だから本11，'，は 1、lL合員、 jド仙台民

に拘らず皆慌の目立I~ii たる思tiの杭~が必?;/!..と思います。

この出な (j~が云える訳ですが、!戊る程終戦後の引を児てみますと Ú~止ーそのも
のが;)E，/;\'な勢で増加しています。そして(%る忠:味に於いて他の !Ü:: ，~~より 'i~01な

!!(設であるので比般的忠まれて来ました。 )1じ処に問題があると思います。この

3先itと叶l'可iJんとカか、なるだろうという f汚号え万では経営は悶に凶J
悦引悦;1正(住Eな[日時iy与代に入Jつ〉ていまし

て粕1休4本ニにdめ'1"命"されませんO 1主恕恐~止1，らくそういう!保:主hな i臼:ヨl 分カがq叩O万やつてい ξる， 11時i口咋J午t人、 l似iドd此l'江I[i日[し以-/が!ι

く丈々 £つたら2却OJ万7やつて原古和似側{日出!日iコを念安くして何んとか止肢が合ってftr~1;: が返せるとい

うi!い7与えでこの11:jJに掛っている ~Jj(土非常に不ネなこ以年経たずして出

ちる……・・恐らく来年牝にはなるという様な相、戸際に此のJt~1'~ (土米ていると111、
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います。

輸出荷から見ると非常に好調であります。昨年は 9，600質出ています。勿論

これは政府の会計年度であって昨年の 4月l日から本年の 3月311'.1迄ですが、

一昨年は 7，300貰出ています。量的には非常にスムースな伸びをしています。

1年間に 3剖以上般加しており、金額的に見ると一昨年1';1:平均単価2ドノレ30セ

ント (820円)伎で売られておりますから7，000賀売れた時は約57憶から58憶売

れています。本年は大体 2ドノレを 5セγ ↑程下まわり 700円から720円イ立の平均

値でありますから 9，600自 /1:ても67憶輸出されています。品物に於いて 3剖(Eil

び、金額に於いては約 i書IJ5分伎のiqlびであります。品物が沢山tHれば必然的

に値も安くなるという事は、当然ですが、それ以上に品質の低下という事が決

定的な要京を為しているのです。 何故なれば輸出組合に於いて毎年 500貨の品

物をカットしています。これは一昨年からですが要するに愉Hl不適格品として

成東しています。

ですから成る意味に於いて真珠の平均愉出単価は上がらねばならないのに l

訓 5分からの依下りをしているのが現!日であります。しからばm在の国内の?!!?

仰がその後どうなっているかという事を悼々:考えてみますと 3月末以後の業界

の出向の状態は純合丈で約11憶伎の真珠がありました。このサイズを見ると 11

憶の中 9憶が 5ミリ、 6ミリでありました。この段な関係で非常に微力であり

ますが市側針策委員長をやっております関係から主だった業者の方に少くとも

この中の 5 憶 3 千万円程を買って頂き、あとの J}P~;を入札会で処分するねりで

おりました。大体 1[到に 5+万円づっ売って 8月、 9月とうむっても 5ミリ、 6

ミリを主休にしたË{I)!Zが 3f~ 5千万円程がi，ni-Idiになると足、います。

f.~L (r:皆保がI(I，j易けーしている5ミリ、 6ミソの(i立はどうか。成るt"i!.i浮く珠として

の{Ilfif!t'(が，1!U、いにしても交ダI!'[染者の IPし11:るq:lflluがl況に6ミリに於いて280円から

300円九 5ミリでは180円から220円{l'i.であります。 6ミリは万IJとして 5ミリがJ'Js:'

区J坊に 300円 1)引灸で服売しておりましたO こういう引をうかがいますと今年は

6ミリの他が非常にドがり少くともlI'l:5[二の半値になると思います。そうなると

本年告段から集めたデーターの主計去を ~J， ると大体総ri数が 1 1， 400UJ伎であ

ります。その中の 6~il]が 5 ミリと 6 ミリであります。 5 ミリががJ 3， 000 町、 6ミリ

が4，000目指がります。少くとも約6，700/.'1余りというものが 5ミリと 6ミリに

よって占められています。しからばこの 5ミク、 6ミリの fl:!J;をしている人はと

ういう人々かと中しますと予約んど大部分が rj.1 以ドの i~~..tt であります。そうなる

とこの ¥'0';):が 5~リでさえも昨年は{[I'[も 200円をおIJっておりまして、これl土原 fllli

it.l' ~ç:rから切ると企llf'引こ家校的給料を支払わないでやっていても JJj[ (IJliよりもはる

- 3 .' 



かに安い値で売っていると思います。 6ミリを若し300円前後で売るとすればこ

れとても原怖をとる苦手はおぼつかないだろうと私は思います。これを政[古して

組合iが貿付ける値をある程度釘外的に信用ある値をもってしても極々の皆慌の

都合で組合に集る哀J_~(f寸、冗しか集らないでしょう。外でバイヤーなり、加一r業

者、或いはブローカ一、三国人等に 300円を割って売る涼な事になったらどうな

りますか。完全に真珠界の没誌が米ると思います。キーい大きい業者は限られた

ものですが 6ミリ以上のサイズをやっております。この方々の本年やっている

真珠のサイズけ、決して安くなりませんO しかし主体、会為す 2，600粁の少くとも

2，200判:は6ミリカミ主だと附言して良いのではないかと思います。今年の{位がI1下

年の半分になったら皆さんの企業は成り立ちませんO 折戸J3 月以後間械がj~!慨

をやってもこのあIUf~は米年になる ;fたでありますが、この結果を|屯ずして自分か

らf-1:ゃーをJfこめる出な結果になる重大な問題が来月に迫っているのであります。

どうすればよいかという事は共によく研究しそして一つの結論を皆様の仲間

でもって生み出して:買う以外にないのであります。何"次なれば私達中iI'iLU業者け、

安く買って安く売ればj支いのでありましてジとして悶りませんo E:1自分のスムー

スな除動力さえあれば揺は)!l~いのであります。問題は皆様の生住過剰によって

起きて米る結果が余りにも悲惨な帰結を皆様に負わすという取を廷える為に、

しからばどうすれば良いかという 'lJを少くともこ L一ヶ月以内に皆様の結論を

以って業界に!~;)Äみたいと私は背さんに111トび度いのであります。 紅、の意見はどう

かと中しますと公う事('1$1いのでありますが、結局子らねばならない所に米て

いるのてwありますから管慌が今年lらげる予定の 5ミリ、 6ミリを半分丈揚げれば

良いのです。半分は行IHこ入れておけばよいのです。何枚なれば令部のものを揚

げて300円で売るものなれば半分防げて500円に売った方が付なのです。時肢が

これを守れるか守れないかという事に問胞をjl，可決する鎚があると思います。

皆慌の}-tfはどうかと f↑iしますと枕金(1なな問題け、どうするのかとか、ゃれ漁|誌

が，1w，いと云っております。こんな引は自分自身でj判決しなくてはならない問!!宮

であります。自分がかぶった I!J~1 子(J_設も取って只れないのだという::~えガで lr_

ければ附決しないのであります。 組合があるから何んとかして日れるだろうと

いう他力的な考え方では絶体に物れは進歩ーしませんo fnil次なれば自分〆:守がIj)yr 
に始めた仕事なのです。只それを何んとか良い組織をもって自分等を蹴日告する

為に方 flQ~J';_rにf'Fった組合なのです。ですからどうしても自分の引は自分でやら

ねばならないのです。そしてよりよき隣人とお庄が千を~ffばねばならないと iE

います。組織の組合でなしに例々と側々の組合が欲しい，1だなのであります。;IJl

合員であろうがjit手11fi員であろうが、とにかく同じ村で仕事なしにいれば 5人

.-4 -



の人が楽をして生きるよりも 100人が苦しんで生きて行くのが現HXでありま

す。だがこれが現欣であってもその 100人の人も食えない様な仕事をしては何

もならないのであります。どうしても~~î珠は生かさねばならないのでありま

す。そこをよく考えて皆様が段短にふみ切っているのですがこの結果を待たず

して本年秋の服売方法の如何によっては崩[~だしてしまいます。

皆様がよりよき結集の下にこの組合へ全部哀]来を民[，守するという採な決怠が

あれば別ですが、これけ、なかなかIL¥米ません。だから心ある方々が寄って今年6

ミリを半分しかj妨げたいという採に決めれば良いと忠います。この引はオミ:'1'fJ: 

'Fを多くする必取が無くなり、そして尚その 6ミリけ、 7ミリになります。そうす

れば J}~~(:E アメ，)カの嬰叫する太いずイズに泊介するし、 Y"( r~1~ ~土木米の品1'l 1仁戻

ります。 j戎ti~ì魚、均の j犬院によって色も忠くなりをもルいという引になりますが、

終ij史以前!の*を;与えてみますと現 (1:の6ミリ("j、 l年平く防げています。あらゆ

る安/jlliJj法を行っているにしてもその浜防げは 1年早いのです。だから民政;そ

のものJ..1fi:ドを3にたしているのであります。半分売って全部に相当する11立が取

れるならば全部売る必要は!!lf，いと思います。その段な心構えと、隣人とのより

よき話し合いによって一つの運動を起して買いたい。これは皆保に訓!せられた

使命だと忠います。少くとも実質的にこの業界を運営Lて行くには、2，600人と

いう現花Ilt'NのrliJl}に必要な以とに人員がこの業界にJJPっています。だがこれ

も|司本の経済i伏勢によってJj-_むを得ない事であってこの人速が少くとも l人の

脱落者もなく前11 々 !r らでも I~l 分の f十引を守って行かれるという 'W~;与えるのは

とりもなおさず民主々義的な考え方だと思います。

どからよく隣り i百1，志で話し合いその結果が中央へ来て犯に討議して行くとい

う岐にしなければなりません。現{Eのこのi、11í今の幹 i~{~た皆 41;方が動かす慌に符

!主の思想を一つに統一して欲しいと思います。 HI 合の幹部がイ可んとかして t~llL

るだろうという考え方は現代的ではありません。たまたま終ìj町長 rG~~j); ]， 000 

ti の愉 H\から僅か 10 余年のIlnに 10 ， ooon と大きくヲI~WM している ï9r1と少くとも安

易に皆肢が仕事をして来たという結果になっているのです。他の産業ではそん

な甘いものは何処にもありません。その点をよく諒附してぼって、なんとか l

つの組織をもっと緊併にして行きたい。端的に云えば大きい所が f，ifんとかして

呉れるというのではなくr:1 分速の仕事がどんな欣態になってるかという'~片山~.2，

していく引です。 6ミリの W11もこのま L行くと恐らくす?前']:i'I'Jな[uiだけでなく

~t以来界そのものが崩れてしまうのです。この点よく考えて三重県自体のこの f.J，

に到する峨りーヒがった世 å~ntJ ¥ {()¥しいと思います。

約外的な問題l土木年半!引の愉U¥データーを児ても;!lqjrに好調でありますっ
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11， 000 況の愉tlWl:可能だと思います。又金額的にも昨年度より現在は上がって

おります。でトすが秋になって皆さんの投げ売りで 2ドノレを割るという事になる

と思います。というのは三重県のニユースは中央に間く以前に:愉出の55%を占

めるアメリカへ通じています。それ程アメリカは近くなっているのでありま

す。ですから現在5ミリ、 6ミリはアメリカでは非常に危恨の念を持って買止め

をしているのであります。これが安定すればもっと 5ミ9、6ミリは販売111来る

可能性はあります。

昨年、一昨年と私達が調べてどの位 5~リ、 6 ミリが必要かとい L ますと現在

の商品の利成から見ると、 5ミリでは2.000員、 6ミリでも 2，000首だと思います

が本年の如きは 6ミリで倍、 5~リでは 5 書1)増であります。その上司ilfiすがあり又

我々が売ったロットもそのま L残っております。しかし我々は半分の出をして

もいとして際かないのであります。 fnTi吹なれば私は 5ミリ丈欽っている業者で‘あ

りませんから少くとも他のサイズとかあらゆるものに依って卒業が椛成されて

おりますから他のもので利益をとって行くから加に悶らないのであります。 1*1

るのは義組業者であります。ですから 6ミリ丈でも半分にしたらどうですか。

あとの半分も 7ミリ近くなり厚巻きのヨーロツパ向の民珠となり、他もiVl二千|ニ近

いものとなりましょう。これから間々と皆段と懇談したいと思いますからどう

ぞ質問してドさい。

臣巾
U

4
4
J
 

I
 

t
 

今、 5 ミリ、 6 ミリの針策についてお討を伺ったのですが I~I 分等は小さな

.~~者ですが、小さいなりにこの問題についての心配はしている訳であり

ます。米11三i主持ち凶したいという希@士設でも大なり小なり持っている

!J~ と思います。それで裂は資金の問旭です。泊、JSbの間同 I';J: .friTんとかなる

にしてもむ{f，'*，'~告りに IJlっている状態ですが白分でこの資<J~t'i，りをしなけ

ればという巧えはねっております。

がJU百!の力によってこの街全もある軽度技配をするという 2本立て三

行けばjド'討にスムースに行くのではないかと，与えているのですがこの点

についてがIか政府白令なり伎作1から特別融資を[1¥してmくというギはf1¥

l~t.;:. いのでしょうか。

その問問については在、もかねがね考えております。しかし彩、が先程時I上げた

通り(}~~するに皆伎の思想を思い切って 180 度変えて頂きたい。がT ，!l女なれば現イ1:.

ザ;ーさんが防げてしまっても3()()門{主主1)るのです。半分自けば500円に売れるとい
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う目標があるなら、資金的には同じ事だと思いますが。尚、現在i乙の岐にグこ

の様にするから資金を貸して呉れ止というのは当を得てないと思います。少く

とも自分迷が実行し、その力によって押して行くという事でなければ資金は出

ないと忠います。それは何故かと云いますと過去に於いてその事がスムースに、

うまく運んでなかったからです。この組合でも大分資金を借りて米て貸与しま

したが大部分の人は実行しても全体的な問題になると :J!o'iitに眠時になってしま

うのです。金融関係の方々と話す取があるのですが京珠界のみでなく、どうも

11村、の机織をもって仕事をし、政府資金を流すと非常にliJlJl'Zに悶となる、こ

れは日本人の特質だと云っています。しからば(可が欠けているのかと云えは iìl~

i去の組合主義というものに射する統ーした思想を持っていないのです。

我々がこうするから資合を借りるという IJn'提にたち五つてないこの組合の椛

成だと云えます。というのは組合を共同1[1向とか浸するに資金を何んとか借り

る、成いは 13分等の[間々に分散している力を結思して大綱を押して行き、より

よき自分等の生活合HIl殺して行く、という端的な~:日合の主義は判っているので

すがさて実際問題になると非常に個人主義が隙浴しています。 1i文iζ現了巨如何な

る皆慌の:J::i:約があったとしても如何なる政府関係のtf[行に於いても早急、に資金

は11:ないと思います。}立が11:1:.rl.r ìÒ~一つの jJ同??引:tに設定しています。勿論 lf: ド1:

írr の 0~J去を担当している皆保カ:~Iè'ìinこ努力して下さったおIi 取です。 ~I~いは開発

;i:Ji行に於いてお(干上がお:，i~ されたという現状でありますが一般に資金はなかなか

/!;¥ないのであります。 'r!r;J米というものが担問物件に-そわないという :jf.丈でf工く

fVUI二の机椛そのもの L 現れが昨セ(I~Jに資金を~~々に i"ñi して 1九れる丈の 18' 川!庄が

)!V~ いという j主に J与えて iltった方がむしろ自分立!ì の将 ~Iとに大きなネとなるのでは

tJ:いかと官、は忠、うのであります。

たまたま出1'1:'が大 ~~l町?でこの(1:)[.を J差別 L て日れていますがこれは:Jlè'ìi~にた

きな!日[1JUJ (1ワなものでありまして、この 15憶の校~:'を伐々が立1I fllTに I:T((_'':"引1の

女子1':11'として(むって行くか、この使って行く人の成れによってザ肢の j:{-!1干ILj;i'J 

られる訳でありまず。ですから;本fド直ちに、自分'2JHi半分主IJかなし、から l'i[んと

かならないかという jげは尤もだと思いますが、これ~t:'U)JでlJiJいて行くという

引になれば払はかなり大きな芽が百つのではないかと思っているのであります。

íiír\'Q~ 見に í1引をして米た 2 ， 600 人の，人々が団結して 'Hに処せl王将 1こへの涯は

必ず1mけると思います。

皆十;iJのii:j!it花が此処 l ケJl以内に何られるとすれば、この漁協の '~11 ，J けに於い

ても少くともtI'flIi;Qある先去と r'ltHr持って問えると，也いますから f'i[んとかl'il、

l仕代の皆保が析しい見Jlのモラノレというものを持って聞きたいと思います。
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今、 20万、 30万と仕事をしても食べて行けない人でも恐らく過去に於いては

座珠を 4万か5万やって結構中流以上の生活をしていたのです。あんな総定見

な、そして実際に於いて皆様が究阪の販売1111i絡をまD らないíI~'代ですら真珠の量

が少なかった為と、人員の少い ~t~ーによって容易に生活して行けたのでありま

す。!況がよぎなく技々は先f:I云った 5人の人が楽をして生きて行くよりも 100

人の人が苦しんで生きて行かねばならない時代にたちいたったのであります。

それとも志摩の地に別な産業が起きてそれによって皆様が生活の手段を得られ

るのならば別ですが現在の英庶湾地区は真珠以外に生活して行く術は恐恐、らく)

いと思いますO あらゆる人が非常に貧困になっております。]一度畑も少ない所

ですし、三ミーってみれば海が ;~ll となっている様なものです。所がこれが将米の不

安で単なるブローカーなり他人の意見を聞いて投げ売りをしなければならない、

そうしなければ隣りにyせられてしまうといった情ない組織ではいつ迄たっても

真珠業者は救われないし、もうその危機も米ているのです。

これは大きな問題だと忠、います。安く売られても買う方では一向に困らない

のです。しかし烹珠そのものが胞かれてしまっては楽な所もそれ所ではありま

せん。日本から生糸をしのぐ98%を愉 HJする立派な産業が r~í I袋して行くので

す。真珠は現在の物111目指数から云ってi)ごして安いものではありませんO 非常に

高いです。アメリカの生活程度から云っても物質的な価値をはかれば;!I"iin乙lfJi

いです。(司政?よ仏、かと云いますと、戦後のアメリカが日本に射する老婆心と、

極取に射する関心とJIE史も古く人間のイメージに残っているという事が、 1主)J
をlt持って自分等の美のJ.l)J氏に役江たせているのであります。氏支lミは平;rllがある

限り永速なものどと丘、います。

ジとして乙 600人が作業するのが多いから半分にしろと公うのでなく 2，600人

の人が仕事を半分にしても自分の生活のi投肢をヲ:るという組織が{v(しいと思う

のであります。

中村忠 I~I

一昨年J豆政、が非常に日lf何した!l0'j立(味合やっては不可ないから Iド殊に切り

変えよというので切り変えた結果がやはり 6ミリが多くなった。

今年又 7~リ!えとが良いから 5~6 ミリ以下はやるなと云って作業した

結果ダンピ γ グして浜防II~'JUJに又今回の様な似を踏まねばならないとい

う*になって米ますと年々追い台いの係な]f;になって米るのではないで

しょうかその尽Jillしについてはどうですか。

その見通しについては尤もな引であります。成る程現在7ミリは一昨年、 H'i'
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年と非常に少ない。 2，600人の人がiIi的には数量を憎加させておりますが7ミ

Yは昨年は L500首位して揚がっておりませんO 一昨年も同様であります。ヱi二

年は恐らくこれにし000員位階力11しているものと思います。では1(，i外的な姿三i

I土と云いますと現在の倍あっても良いのです。所がこれは今の質問に答えるに

は余りにも甘い7与えであります。これを分析してみますと先程の御質問の通り

i症は下がります。私はこの他が下がるという問題をダンピングでなしに、自分

の生産コストにプラスされた所の生活t_e京の利抗生加えた{il日絡で販売する事が

現在の我々の当然負うべき使命であると思います。品物の加い所に骨'宜的な何

他が生れるのでありますが、京湾iえを稀少的な仙li立によって売るという政な事は

現在の我々には許されないのです。只、 ~H外的に要引のあるものを作っても問

題はその維持策ーであります。

だから7K年又今の質問の様なギがあるとしても、現慌の 7ミリというサイズ

が美のパランスから云ってどうかと中しますと、アメリカ人l主体が大きいばか

りでなく、京珠製品をアクセサリーとして自分の体につける人は30才過ぎの人

でこの人々は食物の関係 HI~'ììrに 11巴る削向にあります。この肥っているのを外

的な身づくろいによっていくらか制く見せる為に 7ミリがアクセサリーとして

は於{氏となっております。 6ミリでは少し小さい。ですから必然的にこの 7ミ

リが 6ミリの様な械を踏むとすれば次には 8ミリが要裂されて米るのでありま

す。必然的に値もドがって米ます。現在の7ミリ、 8ミリ、 9ミリの他は生，mW(llfi

よりも J.mかに大きな不11詑 ?~îがあります。この 7 ミリ f直下がりをくい Jfこめるには

生)ti'~ i¥jl山ミとか或いは全体主義的な物の考え方によるしか方法はないのでありま

す。

それのた~I'の問問は現庄の日本の原仰iに於いては夜、は論ずる~Jîその事 t~l f本が

!;[5!l~げた百引にであってやはり 2 ， 600人が 7 ミリが沢山 11:米たら又 8 ミヲに移行し

て行くという事をiむって行くのは余儀ない E].:Cだと忠います。只50円のピースが

30円に下がったというのなら良いがこれを25円に下げたという様になったら大

変な事になると思います。こういう物の考え方には限界点がらるのです。この

限界点は正!づから生産コストによって米るものであるという取をよく考えるの

は裂するに思想の杭ーであります。だから当然年々大きいものに移行して米ま

す。しかし米だ大きいものには Iりがあります。少くとも孜々が今日この問題を

討議するにはもっとう1じに余硲があるので心配はないo iたして永速の安定で('liお

りませんO しかし現右は 7 ミリが1r':'i Hl米た所で充分処分1[:米る丈の W~~&はある

とi祈言しても良いと思います。 iたして心配ありません。 2，600人の人が全て 7
ミリに変るという ~Ji は全制!の問題とか杖j;\:jの問問から見ても jたしてありねない
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のです。具体的に申しますと 7ミリの洪掲げは700円から L000円であります

が、この原{illiは6ミリと殆んど大廷はありまぜん。退かに高度の所にあると思

います。ですから価格が現在の半分になってから施策を出じてもilJ:くはなし、の

です。所が現在の 6 ミリは既に原仰をlM1Jっているのであります。この緊急II~j か

らか Lって行かねばならないと思います。それで皆様の操短によって得た所の

成果が米年から結ぼれて来るので、自づから 7ミリ?と於いても他のものに的わ

れないから恨の和=持は111米ると思います。又 7ミリになりますと似性がありま

す。 6 ミリ以下では ~!i~:l~で使用する引が U: 米ません。昨年、一昨年 6 ミリの良

かったのは{引次かと云いますと値の点で安く、 7ミリをつけられないH王子代の余

1Ji!ない要望でありましtc.o 7ミリが 6ミリ以上に:1¥)1ミて米れば 8ミリに移行する

でしょう。

勿l1，io{uの点があ r)ます。アメリカでの生活水準は大体 400ドノレが平均ペース

て・あります。それにもか L わらず l'{'EI; v;上 I"~J いものという事になっています。父

イミアージヨシがいくら増えても一向にかまいません。背からイミテーνョγ

のよくう2れるfI;i r-J:. nE!; もよく :kれています。アメリカ人は養地i:~問、そのもの L

本当の和Ji![I[を未だ矢口りません。今後五日w伐いは政Jff~1j が協力してもっと宣伝し

て行き 11 ， 0001'1 のJ.~:J3I;をスムースに処分するという努力~'Ì.勿論しなければいけ

ないのです。只現在の不均衡そのものが外国に伝えられる事が非常に皆様の Er
へ入るよりも 121い為に停頓しているのであります。年々真珠の値~':上下がってお

りますが、これは不幸な事ではないと忠います。即ちもっと民衆の中に溶け込

むiYrのものを持っているのですから。 10年前に 100万円で買った真珠が今はらo
万円しか売れない、それT'L~ 1; [:EI; ~士山 JIJ ないものだという方がアメリ力的i人の '1'

に数10人あっても余儀ないU';だと目、います。

やはり立政そのものが将少'(IIfiií~ーによって生れたものであって段々技術が ;jß)j;，

して安くなって米るのはJl:むをil?ないのであります。 2，GOO人が生きて行くに

は、又このサイズを作れば余って行くというのf'J:.-~)，むの危'Il lでありますが、その

為の三質的なものが必要であります。キj(J体に生活W!をJ古:J並するという物の考え

方が必要なのです。安くても人並だから商売は出をしても良いわ-・一家十土壬i!lt
もしているし家内が械でもすりやi取って行けるという巧え方でri珠をやってし、

るのなら明日から真珠業を止めて E1い度いと思います。それは 1'~珠の冒涜で

す。少くとも自分等がソロパ γを仰いて、他j3rで{引っれるよりもどれ丈でも給

料になるという考え方で原 lì[[i~l" n:を :[1 して聞きたい<) i); Lて'主治II染者のブjが'次

く納まる詰:('1川iいと，官、います。 むしろ :;.~~ln ;}~1îの方こそゴストド上)Ì民慌に云えrJ

I'~:î くなります。大きい企主この方が安く iii オミるのです。この版ts:J見釈の ;!kn~は泣l

円

U
可

1
t会



です。

大 f!l，jfI括払)日11

この様なI1~'に自然陶汰されるだろうとか懐11努劣敗とか公然と云う人がお

りますが、我々告を組業者は全て公平に生存する事が必要であり、その為

に消底的には生産規制jを行い又i只尚一げされた真珠は積阪的に吸収して頂

く様労力するのが使命だと思う。

にもか Lわらず先聞の役員会ではこの生技規制さえも少し崩れて米た

との事非常に残念に思っております。この窮;伏を救うには強力に生産規

制jを進め~に僅か 10f道:佼の ~~J才、でありますので国家なり大きな公共除問

にl以11'.(して民う慌にしたらどうかと居っていますがどうですか。

問題は 1~r~::そのものが点に保存可能かどうかという事であります。現実に過

去:)c(j~.に民子， ;j された ~i珠は恐らく ìì史 rìíj の!立Ej;'1: )EIIっている口市\~\ )な安保l染者ーか

らはたら%に11)1 かわしいJ}Ü~;であります。 Jj~ {I:組合にHINJJしているものとi!日誌

けz されて米る .(~J米が批判丈のををイj するかどうかというせtvよ大きな 'Î引出になる

と思います。 ftifi武なればときは厚くても汚くても他がitらないから早く光った方

がねだというのが戦後の忠位、でした。我々が駐悩'ij(によって民f!;の自をl!fJいて

白い彼等によってアメリカへ波ったのが!立伝械問となって立珠がアメリカへそ

の当!I，)'I士、70%売れておりました。その頃ヨーロツパは米f二経済が復興してなか

ったのです。この様な，也、時でアメリカは i~Jí. i rJ J拐の十1:怖をイJしその為に I:Cfjょのは

)jが1¥1雑であったのです。ですからキズが)!恥ければ多少;可くても.Jr'，¥';jコないとい

う足I，;ttlが段々ョりI1リミ者を存して行ったのです。かて L加えて業Jfも治えたので

一主rJをイ}Iって)jlく('IC りH-Lく光、る械になりました。

この*が WJをド!この)1三とは一変させたのです。だがアメリカに於いてもfUl
そのものに約する悩引の念l〆主もう lO :i \~1こなります。もう NJいものにはは向きも

しません。今後は)字いものを '}J求して米るのは明らかであります。その矢先に、

此処に良い施策をして大きな金を持って米て扶々がどんなにして別配の立珠を

'~;i I~í めた所でこの (U朱は恐らく 2， 3 'I¥三したらはられないものになります。試み

に皆 iXぷ11;きにある l'~ ど1;をあけて !f~て tIったら 'I'IJ ると思います。大作が1. 6)}、か

ら1.8'iJというサイズをi欧州より 1ヶ年は引く以け』ている筈であります。その

とi魚、助の.j~p;;~ 、待出1'[が主なっている川口Eのーとに99~óがナイロン告が早いからと

エミって l年も I
r'LくJおけいC良い I;'Ulが/1:;:1ごる訳カ，.i!¥f，いのであります。ナイロン Id

がいくらいし、からと之とってむ l広大 ~g'~ で i< Il'IÎ 、2: 1，止ますとjド'm'にキメが荒い。
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術婚により多少色はjgくなっても昔の段に巻いた哀珠がI:l:¥るなら、私11，'，)人で

も10憶位の金はIHして買います。少くともその位の意気は持っております。

中 村 忠 臣 : 

今、品質の問題が11'，たのですが我々が組合へ出品しでも、又他へ買って

頂いても訓によく巻いているものはクリームがかつており薄巻のものは

比較的自く見えるというので厚く巻かしても目方がとれる丈で値段のJえ

では六五うないので資金操りも楽だし早く揚げた方が良いというのが一般

の考える所となっているので'すが、これについて厚くー巻いているものは

果して貯械に使平IJな位のもので偵の開さはそうないのですか。

ìÍ{!)易が?好になり厚く巻かせるとクリームになって安いというので I~I くとげる

のに拍r1Iをかけているのだと思います。所がこの長lいものは上げたl砕け:Miにい!

く光っているのですが民くおくと風化されたり、力IJ工処加によって尚Hiくなる

のです。lLi米たら厚くノきかしてクリームにならない様にする技術の一革命が必~き

なのです。よきにしてクリームになったからと云って値が上がるとは限りませ

んO 現在不幸にしてクリーム、企色け、ブ'ラジノレr[i吟が恐いです。というのは昨

年の 8月頃からブラジノレ貨怖が下がって来ているのです。 最近クリーム系杭が

どの位ブラジノレにIl¥ているかと q1しますと、昨年浜拐げされたクリーム系2，000

首の中の 1jHIJ 3 、 4 分であります。所n~ブラジノレと日本との愉 IH入協定に京.E;j~は

入っておりません。だから孜々は直段ブラジノレへ愉/)1が111来ず三戸I貿易と qlし

ましてアメ』カをヰしているのであります。

その為アメリカの他ーによってノベわされているのであります。又ブラジルのgi

r;j;を扱う 11275も貨引刊日iiu'[が下がったので古j削ζ 立っているのです。こういう本

が主なり現引金色系統は非常に安く沿っています。

6ミリ以下のj宝珠の金色(1インドが買います。イシドの買う相J惑は大体iJi;:f易

げの ¥11Jおと同じだという事に昔からなっておりますが段近は非常に安くなって

います。というのはインド人の愉入の許可がJ!I[，いのであります。インドがどの

イV.t~，ç 珠を!~.Íllj入してるかと巾しますと大体 1 ， 000 L'1からし 500は伎です。所がイシ

ドも大戦後一つの1
ft:命が起きて英国から独立したのですが、自分の国の粍消の

発 il'Lの為に !\ti1D 人に望、j して J[:'討に íli!li浪を加えています。そのど訂為~，、「再I号}シ引11愉!

みlにとこ:f陥16治j命t入のJZ釘許!I午l'石可Iをしていま vすr。 このわ二可が，1!1f<いとイ γ ド人は wiょに:"I(られない

のです。そういう関係で昨年は非常に許可が少なかったし、一一部の向社がかな

り大きな許可を取ったのです。この一向社で250白から260~iの皮珠を愉 111 して

12 -



おります。それ故金色はイシドの許可の有無によって非常に購売カがi笠って来

ます。この様なi伏慾でありますので浜揚げにクリーム、金色を(fpるのは皆様に

とって非常に不利な事であります。しかしクリームの切合でも厚く巻いた良い

品物はヨーロツパに向きます。クリームピシクとか(谷にオリエシト・カラー、

フレンチカラーとか云っております。これもフランスの要望であります。プラ

ンス戎いはペノレギ一、スペイジの方面の人はクリーム系統が好きです。ブラシ

スは現在、 Z問lffjìt~J~貨にとられ愉入も縮少されて居り、クリームも余り好況で

はありませんが厚く巻いたクリーム I~l加てしますと少し色が抜けます。この flJ

l士大概の7J引仁業者!な知っているので簿いものより少々値が良くても厚いものを

買います。ブラジノレも日ならずして回復して来る事でしょう。私の所でl士長色

は三Iit品迄は売ってますが良い金色はうを!とめしております。

大体 9月がす長色の[11る[時ですので現在私は l憶程の金色を持っております。

これも大分損をしているのですが損をしても1WJわないのです。少くとも一応自

分は日本で一社干のiJ三u1をしているという自尊心からー「立去った事は実行しま

す。!日|えそれが損でもせめてもの抵抗だという思想を持っているからなので

す。厚をにするとその慌な欠点、はありますが、その代り金色にすると必ず良い

花珠も /l:るのです。昨年 jlt処に 1i~r，ifされた[fi[J;j~ の Clt で 4 、 5 年刊の7tfl~に相当す

るのは一つもありません。恐らく最高¥11，300円{it.だったでしょう。現(L:私の

/1: している j良市は 2，500円伎でありまして、これはバイヤーから買った品物で

す。 Fl;↑二 Lド何処を探してもありませんO

5、6ミリは既に湖、戸際に米ているのです。ですからこの秋、皆様が{革かの苧

iギで完うすれば我々はどんな施策でもして必ずやlVH!fに高IJう陪な政治的な運動

をさして白います。

伊勢谷1fI占

半分jR揚げするという司王は良いのは平IJっているのですが杭々出少染者l士

協力したくても!日米ないHk態であります。現 (1:の間注託済:!)(!isでは15々

附l主する以外に経営を救う手段は無いのです。そこで買取の方法をもう

-:t'進めてクロデ「のJ:fili:zも合せてやって ltぅ;たにはいきませんか。そう

すれば我々でも充分協力/1:米るのですが。これでも協力 :1'，米ないという

人は以初からその気ヵリIIT，いのですから l論外ですが。

'A~はその t}iな1]れとも忠、いた馳せているのですが、 M~がそのクロ介在了目J!J!する

かという人，'J，に[f;1't'j l な問凶があると思います。 ~Jl 合が 10憶の金を借りる'j((l ¥，lf j、主

内
〈
J
V

守

t『



の思想のわtーがあれば伯二りられます。これが特定の漁場があってそこでf買って

呉れるなら良いがそれもならず主主Iiな事であります。又その様な大きな連悶を

起すには余裕が燥さ過ぎます。もうあと 1ヶ月しかないのです。だから皆肢が

我々は半分しか上げないんだ、という事じなれば良いのですが段様は必ず貯金

が版いと云います。それは我々大きい所でも同じ事なのです。皆様方からEIえ

ばそれに見合う手形を告かねばならないのですからO ですからこの問題はお五

が自分でJfJiげたして呉れねばどうにもならない問題なのです。

現千L::t.ムの持っている 5、6ミリは8001'1:ーあり、その中の 220(立は組合から買って

います。又九州とも関係していますので九州の珠も 100rt以上買っておりま

す。この足場に 800口のストツクがありますが、 7ミリ以 i二け、児るべきものがあ

りませんO しかし，官、はそれに封して危恨のな、は持っておりませんo f'if，!たなれば

払がケ持っている 800自を売ったら半値になります。ですから売らずに民いて

おき皆同が安く光って米る品物セ買って平均して行きます。今在、のWrで毎月 11¥

しているのは120泣から 150民牝ありまして、その中の60Flf:lは5、6ミリであり

ます。この60はでも自分の持っているのは20はであとの40自は買ったものを f0~

っています。 }i文に利itヰ:は少ないが悶らないのです。その背任はどこによって

米るのか、皆誌と同じ ~I主を云い!支いのであります。結局はお互が忍んで I!X私l 協

同的な力によって大きな金を借灯るという}1J!.;I&.lはあるとしても現)[)~で直ちに fJ

る引を先ず二与えねばたりません。

そうしてどうしても米年づ~jl'ちこたえられないとしても 1 2rJ 1月迄に枝々が

それを実行して行けは問)訟はあとで I~I づから決 11\米ると忠います。 3 :¥1三物ど

ったら白んで買います。私の所でも今 1，1ミl土6ミリが 2001¥[1坊がってう15ます。官、

l土政派(1りに防げたくないのですが、他所でnつでもヨーロツパへf[¥ぜる物が)!住

いのでは:むを伴ず妨げているのですのヨーロツパの中でも凶ドイツvi特によく、

アメリカに汐;いでおります。 bi的には少いのですが似は相当に良くドイツに%Ii

l れするものを他)~rで日う ~jHi:f.')'[! であります。

入札会にしても私なり l、2の業者が行かないと{胞が卜.がり入札会が成心しな

いというヰC-CI-lいけーないと思います。それは民主主のTif'(ilfiというかW:Z売の究1みの

ものに釘する背肢の勉t治が足らないのです。

liff究会そのものももI;出なιjiであります。 X研究会そのものが今日の私の討の

i立体になってくれともお問いしませんが、 11住皆様が家へ1';f}って話し合ってドコ

い。刊におい人々が次のfl段、界主:'t'lって行く日¥1らが「しい忠担、るとi'lるのです。11'::

式的な組合主義とか云うものはJ!日こ限界点に米ているのです。もっと r1 .j-~ 人と

して忠誠友〉る i!:jj~を L 的外 (1')1乙Fjを持って仕事〉乞してゆ;しし、。
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よる入核卵抜きの悶:貝状態に

直後の銘死率について※

正賀5貝大

(共栄水産株式会社)

私の 1:切では昨年j主非常に入校I直後の姥死が多く採I1文j与の姥死率に比べて相

当尚い本になりこれではいけない、何とかして11t'rHしj主(入核後15日間)の搾

死を低下させようと色々と努力しました。入核後の姥死は多くても又少くても

採I1史r，:j.;に関係が大いにあると三与えられます。そこで、如何に成総を向上するか否

カ汁土

1.先死2与をH¥7IEる丈少くする事

2司)悦肢を/r¥来る丈少くする事

3. キズ王を山米る丈少くする事

大体以とのように:与え、それには第一に耗タI~之がを ~t少にするには入核直前のほ

貝;状態が如何なる川会が良いかを調べて見ました。

え主主主立と辛
ほ貝はどこの符F出場でも同じと思いますが、卵JJZきriiiにjli数別に選別して913

抜きにか

L ります。

!な貝は一

応掃除を

して約10

n IIf]{，'(で
掃除の!li1j

戟より四

万の減り

ましたも

のは又普

通の :IJ~r患

にもどり

ますから

(4J'1-6月末日)
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悶
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それから卵ほき作業に入るわけですが、 1ムの工場では卵抜諸に凶数により大体

20倒増f立に入れ約6-7Eiして第!日の手入れをします。

手入れは上下入換えと足糸をメスにて切断じて又間貝数を入れ、約 21時間佼

と間部 (20~短)に吊り上げ、又15-16尺に吊り下げます。

卵の良く抜けるのは湘のみち込むn寺と閉じく水温が一番ヒ界したl時が 11'1の

うち最適で、朝などは吊 1:げず壁沿ぎにその種瓶、掛数億に吊り上げます。

第 l 回予入が過ぎ、~~2凹乎人れl授にはかなり足糸も付着力が弱くなり、その

ま L引き切り第 i凹と同じように市りヒげ又市下げします。第3回手入頃には

ほ貝i山書、もまもなく珠入れにj歯するか否かの条件に阪!立の観察をしてE(¥41<']乎

入れに入ります。1;f~41ヨ頃はすっかり卵もなくなりますからぼ民の¥[J(tl)f;により、

今度はそのほ貝の長生に関心を入れます。

誌と!ミ方法にはj魚、坊により間々呉りますが、手ムの所では今迄卵抜きに使用した

竹誌に卵の抜けた :p~r，患により貝数を減じて約20 日イ\L付、卵の持たぬように注;む、し

てなるべく地内の以f患に入るようにして、人絞条f'Iにi最適の時期を符ちます。言

う)~もなく卯段き作業け、 ìi[.，)lbll:J'jiJJにより Y4りますから一段でけ、ありませんが、

第 1日入枝、艶死結果 その!な貝に射する観察ft光

(6)~ 11 日 ~]6 日) 分自意して行います。

④第 1@1試験

2第F有i1問は卵を少しJ持守つて
いて完全に訓卵する前の 7条ミ

d引う外イ IIハII jμい [仰ノ'1同のもいのばかり門R庁信伽l巳1s<Y)凶山めMて

第引11 1 11/十11 しレvてc;!;'.み吋まれした。 人絞に際 L

六対ド田1ト一寸官 I I て叩ドけIけし卵も志あ制〉バり州刺制制11胞泡批含似人
尽ド試rイI I 1ト一 I 1 I ~;:'， I ! I十 f I れても後もどりするものが
ごト験'1 I [1-， 六 I I 
臼μ附， I 十寸~ I 1 10民につさト一ピ一ス f佼企凶あν;j;~ 1)り)、

l' I ! 出 I I 戸内3もまTだ4まTだ三余1祐{iもj多子ら〉〆Jつコyヤてて

[円2μ山此:E引:rγ(「サイ訓刊M 2ド陥昨叶率机~:Iド2口2引l川2日川2引l附P死脱仰E時附引率駒予
! 一一~Lλ r - (¥ ~~， 入れるには少し:~~な慌に!tt;

iーキ印21 110731 i i! 120'21-231 2，日o m 1901 ! i lじました。このことから人

110122~24L575 78i45512.剖0: ぉ 1.681岐して削ザ1"に3IJのj附乙

100;23-2511， 7~:0 ， 281， 1.571 4，950: 471 0.95; と言う引も;号えますと、 JJ

小計 I I 7， 937: 171[ !~.1~1 7，750; 82' iL~Q: きな核が人るにしてもさけ
累計! 115，687: 253' ¥1.IiJI I 1 I 
一一一 i一一一一~~:I___-vv， _'~'--=-=L_ ________ーよ一 一l るべきと，也います。

浅竹節 ケレモ十制活
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うです。 長生方法は浅竹能に 100佼並べて筏に吊下げます。深さは15尺内外、

クレモナ・パールネットは 1寸5分間の 4-5段ifITです。

結果は 伐竹irtiN~ITJ が2.15% i 
/ (両方の平均が1.61% 

クレモナ・パーノレヰ、ツト使用が1.50?恒)

と言う結果でした。このj坊合従生方法により又提死平に関しての脱核不は記し

ませんでした。

第 3図 第 2IE]入核、搾死の結果

(6月21Fl-6月26日迄)

卵 第 第 第 第

抜 一 四

初
回 回 回 回
手 手 子 手

日 入 入 入 入

一 五、、、~ G セレ%
月一 五 tお.

V 
月

一 月 レ/ ノ七、十 = ノム、

: 回試
四 平 月
日臼七 日

日
，勿験 沖

四
卜 →ー弓 出

日

④第 2回試験

第 [1']とは異り-913の完

全に妓けたもので肉も非

常に小さく、入校も同サ

イてでは悶i~lfーな?えもし、

能不も U~ 1 r日lより史に侃

下しました。人校するに

は、このように内の小さ

いnSは不J白当であるすれ土

i肉体ですが、持Jl;z~;山県が

どうかは不明です。

持:iG不十主

i長竹詑(l2.01%)ミドJ土j
クレモナ・パー/レト1.83C!u 

ネットは 1740，;:' J 
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にとって関係がふるかは明椛です。

第 8図 探 牧 民 に 対 す る 玉 の目方
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対する五回万

採牧民←一一一一;;c.-xl00""%
作業員

tn 8 [%11土保収民政が路子[ジドに昔、I しどのような玉 11 ガに )j{~ ~:J:があるかについて

ですが、グラフの如く 10'1'8~りは将収民政不(必死中)に比例i しています。

t ベlOO~ %の少いものは掠JI兄 t~i 1 7j j立に針する王ドI)jl土少く、父多いものは
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のの汚になると与え記しました。
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技術・管理、母貝仕立

など共の他色々ありi ましょうが、個々について又それに関連して今より成結を

向上して良い真珠を作る事に努力する事が業界にとりプラスになる事が多いと

思います。

以上が私の行いました試験、共の他結果よりみた私三与を混えたものですが、

入核直後の臨死本?と到しmt校のlIXr患を調べつ Lある段階ですが、皆様方の結果

で明石wなものがありましたら御知らせ願えましたら幸誌です。
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ピースの摩擦が真珠の品質に及ぼす影響

蓮 尾 1iii 
""'" 

([設立浪珠研究所大村支所)

澄

Yi門真珠が形成されるためには、真珠袋が必要でらることは、よく御存知の

こと i 思いますが、京.珠捻7j[!の場合に、~I;J~ミ袋は、母貝の体内に挿入されたど

ースの外部(貝設に楼する国)の上皮制抱により形成されるだろうと f与えられ

ています。一方、ピース員の年令、ピースを切りとる位霞等が真珠の品質に微

妙なる影響を与えることは、己に経験消ろえの方もありましょうし、裏付けをな

すいくつかの研究報告もめります。そのために、ピースの取扱いについては、

深い関心が寄せられ、色々と論議の的にもなっております。

さて、ピース切り作業の際に、切りとった外套)j史の表fi1iを、スポシジやJWI日

約二?でこすっていますが、これは、ピースを作り易いように外五l慌の形を設え

ると共に的il~をとり結くという;臨床が含まれていると云えましょう。このJ:Q;台

に、ピース外国の上皮細胞は、前にも述べたように、真珠袋の形成にあずかる if[

要な部分ですから、粘液なとり i;会く程度の f~い摩擦に止めておく‘ことが望まし

く、内部(貝殻に按しない出)は、その上E皮!;tFz♂弓司:汗弘消~到、'fl川fl

J;叱応之芯t:;f飢!ド爪!抗L慌i山iれi3米i長ミるようで寸す幅から、や iチiIlく陛j%iして、 ーヒ皮和11胞が利部しでもをし支

えないと 7与えられます。では、何政拍液をとり除く必要があるのか、粘液があお

ば、どのような路弘5があるか、又、タトiItiの上皮MlIJJ包には、 UJ米るだけ立ij~~を与

えないようにしなければならぬというlH依等について検討してみる必渡がある

と思います。

，.~:j Lll .守r原雨氏は、ピース切り作業にあたってのーとi:UHI胞の制部JlJ.:!，怠につい

て総椛常的研究を行っていますが、その応)fj研究ともいうべき、}やj祭に氏|るJ:

JUII11胞の制部限度や仙波の存自ミとおkの品質との関係について試験を行いま Lた

ので、その保安につを述べてみましょう。

，1;¥験nt=!はずと納 4'[I~t~ 、前IIJJ包 J2{ け、 1'Hll13 1 1ーものを夫々使用し、ピースの制11実

('iì)~の方法によりました。

A.ピースの内聞のみをピンセットの'IL'fでや L焼くこすり、タトit1If土ビンセ、ソ

トでもiij夜を除く程度に11をくこする(現 (1:、支所で笑施の方法)

B. I.'q、タHIiiともに、や 1.iji全くピンセットでこ

「しんじゅ j与'j43考ーより
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C.全く摩擦しない。

一方、ーヒ皮和11胞のおl部H犬f患を観察するため、ピースの各試料を10%ホノレマリ

ンで間定し、パラフイン切片を作り、エオνγ 、ヘマトキνリンで二重染色を行

い、顕微鏡観祭の結果は次の通りでしたO

A.内聞の上fU11I1胞の大部分が草IJ精し、外而はめんど完全である。

B. 内而は Yfì んど完全に長IJ指し、外国iの上皮 *111胞にもお'J~書の部分が認めら

11，る。

C.内国!の上IX制11胞はすfiんど完全でね'1;告を認めない。

lluZ Wiは昭和J33年 8月一I二句に行い、夫々災なる処理を経た各ピースを使川し、

31rrのほ貝に1.2分校(3.77土 O.03mm)を21凶何人、仁王!三 l月下18)1乙浜妨げし、

珠についての統計的検討を加えてみました。

1. 真珠の色

浜掲げ珠(白球、胞を除いたもの)を内11民的観祭によって、ピースの処班別

に5系統の色に分類し、そのU:現分イlil伏態を示したのが第 l表です。この表よ

り、ピース摩j祭の程度によって、珠の色のH:現不に廷があるかどうかをX2 法

第 1表 真 珠 の 色 別 出現 24i

ヒ二ーといこ~I 勺二i コーゲ!三二 1- ~ 
A I 46(27.6)1 50(29.9)1 57(24.n， 7(4.2): 7(4.2)1 1670凹)

B 
! 
36(23.1)

1 
54(34.6)1 51(32.7)) 7(4.5)i 8(5.1)

1 
156(1∞) 

c I 50(24.3)1 71(34.5)1 69(33.5)1 6(2.9)1 10(4.8)1 2060∞) 

( )内は%

により険':;Ëすると、ヰ.fX~i:のぷはありませんo L!IJち、外rFriをi降くこすって、 l:Iたお11

胞がTifiんど完全な:IY'i)';であっても、 I:JUIII胞の初日伝部分が臼められる程や i強

くこすっても、又、全くこすらずにもli泌が代っていても、それら外恋!脱衣百riのl!):

Íl~の相;印士、珠の白の:1:庇分市に ;;!?jjfを及ぼすことはないようです。

2. 真珠の巻き

?lJ;+}，;jげ f.j;をピースの処J11! 、 \!U朱の色 JJIJ に ^，c'h~将 [l} して、 f1刻、のとさきを 1 iIIij'月

角e';2表 ~r， :l3f(の平均霊長 1)の平均霊山で示すと第 2

ぷの通りになります。この

ぷより、 5系統の色のJ!r;に
ピンク iホワイトlクリームiコーノレトlクリ{ン

よー1--n~iwl--0.10õi 0.1051 0~29!-0.而
B 1 01140 0940 0叫 o叫 oω2
c I 0.1031 0.0951 O.lOO! 0.1171 O. G96 

(ii't (:r: g ) 

ついてどースの処政府jの平

1:'-) IJï~ ~_.!:: (1)不を F--検定法に

よって険むすれば有志:のテ;ー

ロiυつム



が認められます(危険率 1%)即ち、珠の巻きに3さがあると云えましょう。次

に、どの処理問に差があるかを調べるため、2つずつの組合ぜを作り、検定する

と、 AとB・Cの聞には、いずれも有意の庄が認められ(危険不5%)、BとCの問に

は、有志の差ーがありません。云いかえると、外田上皮細胞の粘液を除く程度に乾

く摩燥したピースを使用した場合は、や L強く摩j祭したものや全く降雪際しない

ものを使ったI場合よりも、Ef:の巻きが良いと云えるようで、後二者については、

どちらの巻きが良いとも思いとも云えないようです。

3. きず珠、しみ珠

取掲げ珠 (1芸11沫を除レたもの)を各処到!別に、きずの有無、側部〈及びしみj来に

占めるきずの大少によってGHiの珠に分類し、その出現状態を示したのがtn3表

です。この表より、きず珠、しみ J~(について各処班別のl[jJjL率に発があるかどう

かをX2一枚定すると、有志:のがが認められます(危険率190)。では、どこに差

があるかを調べるため、検定を進めると、 A.Bの各処盟問に~':士、 l点きずJ:;Iミに有

意の ;?fがあり(危険率1%) 、 A と Cでは、 lli，きず珠。 3 立以 1:きず珠に ~!f~が認め

られます(危険率5%)又、 B.Cの各処TIlU聞には有意、の差がありまぜん。

第 3表 きず珠 Lみ珠の出現状 態

i旦竺主三立主|いi竺とと!三竺主立立l土出空竺空土|¥:二三型竺:竺型三7;JJ

) A 1 8(ω4灯川.ι日5引)¥ 33沢(l日8_8ω)¥ 2幻7(1臼5尽日日.3)1 4侶8(2幻7.3ω)1 4初5(口25.6ω)1 15( 8.5日)1 17苅削6以叩(100ω

B 1 7(ω4.3剖)川 14(ω8.7わ)1 27引(l日6.7刊)川I5白2(32.1山)川I4仰似9引(3お0.2引判2引判)1 1臼3( 8.0) I 162 (l0iJ) 
c I 7(3.2)1 11(5.0)1お(15.4)I 84(お.0)1日(お.2)! 27 (12.2) i 221 (l()0) 

( )円は%

以[二を綜合すると、 :h~7(~を除く i:JI r主に ijr子く摩擦したピースを f\J~m した計十 k 、

や L 強く(上 It*rn胞のおIf~fili分が認められる将位)r官僚したものよりも、 1/I， 

きずfk(きずの少い珠)が多く何られ、又、全く摩擦しなかった均合に比べて、

1 i:~， きず珠が多く現われると共に 3 点以上さず珠(きずの多い]わが少ないと

云えるようです。や.¥.iJdl く)!手際したピース、-=l~く y~tj祭しないピースを犬々全I~っ

た場合は、どちらがとくに、きず珠、しみ珠が多いとか少いとか云えないよう

です。

以上の如く、ピース外而の l二皮細胞にi((ilffrがあったり、;fii淡の存在するj状態

は、県上;i:の品質に釣して芳しからぬ影響をもたらすことがわかりましたが、こ

れは、押核に隙して、ピースの状態を釘rl可に重要視すべきであるかの国¥1!にも}な

ると思います。文、加rÞ[~後の自;J:1n: l!:ræ、が J 去の，\Tll1へ影響をmますことは一般に

認められていますが、己に押核H寺のピースに~;t悶する不利な要素を、その後のれ'
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J:llによってカノ:ーし好転せしめるには弘1'1¥11を1'1'うものとも考えられますから、

本試験の結果からも、ピースの取!淡いについての$¥11心の注意と則禁Ijなる検討が

一陪必要であることを州感させられます。なお、現在試験中のピース貝の強弱

と段、の品質との関係については、結果がj;}-られ次第:お女nらせします。

7]( 

去る7一号、 8号台風は雨を相当もたらしたが、す

ぎるや否や、デスクのペノレがI鳴りだした。

、もしもし、こんどの台風Lの役将はどうですか、水が相当 IHたでしょ

う?グ 記者クラブからの世話だ。

伊勢での惣保でl才、大分ノ')<:.がH¥るので多少絞ってから被害が起るだろうと

早速あちこち問い合わせてみた。

所が楽にHl，ìil;してどこからの返 !J~ も、大した事ありませんよ句史に的

矢からの返事には慌ろかされた。、そうですね、大体表而から 2m佼iζr:t

:t~L水です。しかし市問はもっと深いしこれ伎の l;rJ では{司ともありません

よグとの注工fI-'..……。

そんなものかなあーと思っていたが、思い起せば 7Jj 下旬のある日、水

r!'述/JEのトレーニングとしてこのヘんでは一昨ょいと言司われている的矢内

口の安来へ行った事がある。地j己の山にlじ郎氏のj，il112H的で予定通り7]¥.01'撮

影も終了したが、 夕ブ万j頃j湾巧口i部司羽1にある「大念ぬJにj泳永いで行つて1悦!記と三ゐ〉いた Q

外iド一JβI

Lた1以11宗i主jでてんでピン Iポj-;てケ O ぐっとドにi{"，'ると始めてみえてくる始末。 u/}:.

が流れ出す川口のiiljではよくこういう 'JIがみられるが、こんな所でまさか

こんな半に逢うとは忠わなかった丈にびっくりしたわけであった。

:与えてみると、これより 5日f、:ilJinこ大雨が降ったが今頃になって伊勢 j巧

の突から水がjiLれ/1'，し、折から夕方のお~M11;yJにのって、(Ij欠出に{I[Iし込まれ

る現象だとHi'祭された。

あちこちで何問も滑れば、いろんなrUIi'lい現象にふっかり、引!n4:丈でな

く、役_¥1/:つ託料ともなるわけである。(白ゴ1:L'( -10-159) 

7
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lifEO _! I~ I~ 

今回 、 柴，65の ml合て~ .'~i '.)(に転ff:する'1~とな 1) 、この 1'G l)f::研究会とも

お別れしなければならなくなりました。

間みますれば、阿究会(111，'t: 1:)， ，'1; 2 :11'-を jl，~ぎた今 1 I ま で、一致協力 し

てこの会の発j!tに針めてドさつt:J;'i'・隙とお別れすると云う*は、私に

Ir~ り まして，\"~ Iこ泊、 t く、 任、 ス ý~:;'.:::-(， if.りません。

会員のt雪印にはノラ {t:)たお j亡況に、 〉くこの附究会の百岐に~カせられ、

史料の発Jj~ に計i'与する ~Hω多きり;に祈りつし tci・ Ijll~ l，の託-J応と したい

と思います。

|昭和:34:rl: 8 Ii 17 11 

，';'; -1: ':( Jt t的 i何百

似 ff:J亡

rti !;r都中央lヌ:11 1-: r[~小制1111'二ノ ー・ . -

ド1;J"~ ;-; ~I: 111 '!l 尚 hu j 
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liff究会の発足及び、その発展に主動的な努力をせられた、村l'ii'Vn.fJが今度東京

に移られることになった。 JC々 このことは隙瀬君にはtiIjから定まった道ではあ

るが、共に!iff究会のfl:工tlをした友人としては、想いH:も深く、初秋の平にすだ

く虫の一白と共にわび Lし、。

昭l'日31年 2J干のとえる夜、 ~Þlì~ií1君が誕生祝をするとのことで、立珠会館のグリ

ル大安で気のネ1]いた、オードブノレとサ γ ドイツチを作り、態々部から持参の洋

刊に;出;気な姿で、 νエカーを探って、友人数名を招いたことが、若々グループ

の l誕生会そもそもの発端であった。その後めいめいの誕生月 lこはグループの q~

りが重ねられ、その時に業界のあり方等について話し合ったものであるが、そ

の1長りで、ノ?の研究会で討論する様なことが話胞になっていたのである。

こう Lた誕生会n;J:f¥:が約 l年続く内に伊勢にlHk研究会をf'joろうということ

に、このグノレーフ。の意見が、まとまったのである。

然しさて研究会を「ドるとなるとこれ(，~よ f'ド々大変なことであって、'ff :，i::、i述:?主!EJJd?}

と問阻もl限立針維tで志あ〉つて、その為の会合が幾月も続いた。その中にあって、何11告

もh'!J;恒的に、推進力となったのは横測、君であった。

こうして生まれたIiJI究会の、生みの苦労と生まれlねたものをH11fす符力がわt

けーられたグループの中で、特にw限的に働いた版i判l君が 11~' 々言った ZtlI に ï i!1 f

究会のことばかりやって L、会社首になるよJと言ったことがあるが、それ11!

熱心でふった。:急色

務主にf恨芯刊の助めがtキ杭J与屯}正~vしい、 1たこ。

とに fiJ研究会が認められ、やれやれと言う頃 ~'{Jl50年祭が行なわれ、 r~ リ 1) ;'; 

主1IUということで、研究会がこれに動員され、伊勢に於ける行手の内、アトラ

クジョ Yr)~f系の三 l' ~lÎI実施を研究会に依頼さ.11，たが、その当 HS:の粁 11\1 社との交沙、

NHK t.t とーを二人で歩きまわった想い IU もまだ釈しいものであり、ノア ~)iなつか

しいものである。

こうしたこともJ品自こなって今日のlifl冗公が11:きたのであるが、そのII[Jの慌

円
可
J
V
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吉の努力が今日を築いたともいえるのである。

その他彼がお・々のグループに残したもの L内でも「者1]ぬνステム」は大変良

ことであり、これも続けて行きたいことである。

この!史、 tJr勢を去り点京に移ってfv1i:凱コジチエノレンの後継者ーとしての道を歩

であろう彼が、 11議負に於て'，.rt気品除出をせしめる程の営業手腕、良識あるfitlilll

と実行力に天性の社交性が力11わり、仲びて行かれることを期待すると共l仁、今

も伊鋭、l乙米られたn~;には「銀肢のお肌ちゃん」の話なども聞かしていた Vい

り 、熱心であった研究会の指導に従米通りの協力を1ðjlj~日いする次第であるo

(木会運営委員)

(
り
)

(ぐ
)

(め
)

(所
)

(
申
告

(
研
)

一一 水 産試験場の巻一一

3 本の裕':tI.((I~長用陸上無線開のア ン テナ 、 ノ、ヮィ 、 ニュージーヲ Y ド 、 向j

l芝洋主の交1言もできる。右封iiのt益と中央の揺の間の主主物が本館、その手白Ij

が水族室、本館の;ζが研究室、続いて似氷工場、 ~jb工叫が見えるの

• ‘
 • 

• 

‘，
 

• e-調
割
・
ず

~
u
r
g
b
u
u

7k M;試験助金 ht

〔沿 革〕

三重県水産試験均はUjJiii32年 5月に三111:県庁内Ci'P:i'Ii)に創設され、|百1:i1:.10

月にi!i;，I;JInJにtt転 、」そとのi後念H附討布和lげ7"-年lドL斗i比ど月に現1~心ぶ，江主i正:比地!包lに F円JレH転i

子本ド均年Lは J"J山克60似i年ド円lに1亡こ1止肖E均iる。 この|ド問l目川[111附I目i和 i凶9"年iド~3 円から2引l年 2月までオ本~J均号を旧i出iω止凶1市f 
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に接収され、尾鷲に-H在移ったり、南海大地震や台JffiU3号~Fの被害をうけ0!物

はいさ Lか老朽の域に達しつ Lあるが、それでも施設の規模、大きさに1たてば

北海道水試と並んで各府県"!_I随ーの徐容を誇っているG

〔 施設〉

本場志摩郡浜島町大手:浜!i占

(本場長野本一郎氏)

総、i平数 3.092坪 総必がF850坪
L 主なるiぜ物 :十二郎、問究京、誹常、年il{.is:::~~、水 mi室、製法工助、 fU:iki'F 業 j~

陀 iニ)!~<総)，昔、 わけII(倉)ill

2. その他の施設

試験漁場約30.000坪(浜!る弁夫前i)

iiJr属品il

述洋漁業指導料11Yj青山 大勢丸

調 査 船あさま丸 33屯52 120，1;[&;lJ 

1Hi 風 4.2屯 17，1¥5カ

みはま丸

潜水船 j兵 風 2.2屯 7出;lJ

作業時i:i 松 tr[~ 2.6Tti. 8Hfr;lJ 

〔業務の概要〉

漁 jすう 22日

1. 遠洋かつおまぐろ漁業の指導

2. 沿岸漁業の指導

42‘舶告¥¥

1. ltU朱及びカキのj宅地指導

2. 外若手における限卜i資源の維持憎姑Vごついて調査、研究及び指導

3 ワカメ、アサクサノリ等の柿117のとb'i'2と供給

4 各Hl氷肢の生態研究

5. r)す湾夜1~1江!!，均の時抗 tJ，\j 夜

製治部

水産物の製造加[の研究及び指導

調ずで￥f料音¥1

1. 海況、 ift!，i¥t'.の調'I'r
2 ノJq!主に関する自料の調査及び収 l~f

3. イワ νの自iW調査
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水 JtI三 伝 習 所

船舶乗組職員の養成、指導

〔分場 〕

本 n~のタトに次のように分J坊がある。

1.伊勢湾分場 鈴山市白子町令

(分i百長宮1'1"光武氏)

l、 伊勢湾における漁況、海況の調査

2 i!iJ告1(H!自の指導

::3， ~ LJAJ; i5& J.Kの調査

4， 1)1勢湾沿岸の貝類地地指導

5， 内水面iにおける漁業及びi創的i3導

2，応鷲分 ~i:ij 尾町市街irll

(分場長 l吉j芝一男氏)

L 定置漁業の指導及び調査

2 紀!十11UJ.方沿岸における漁業及び増地の指導

〔真珠関採の試験養殖〕

1 11珠 :\>>J号における ~y~、潤物官の研究

32年度から内iliJ区水産研究所の指導の下にJ'i:Px;研究所との共同研究として、

県卜aの主要漁場の:陸部質について調査研究を:illiめている。

これは従来アゴヤガイのiu{として大型のi手i;iff生物が主としてliff究の別立ととな

っていたが、 Yiにわ)!{Z 刑 1\ な水中の ~i:~ì出物が }:lの削として重i~な存在であり、その

Tlと引を~'(r，)訪万 IJ及び四ゴニの II!fJIJj別に l羽在して、支ßlミ漁場の ~t1 !J:~[三分を行おうと

するものである。品交;11:の報告としては研究ギI't告 N0， 6 (i，W1dm.JJ;¥ ，\~;~台 fWrtdlWd)

1)，ある。

J日当 ;ド付三郎、村主日白色、間政夫、柴原規JI・、抗出羽犬

2、¥，'0:1、jf11切における試験接地と漁場の関係について

~'utÜ'í!. J，\j の代表地Jjf、約40点に同一条 I'j・で校入れした試験貝を分散、配 (11 して

同一条1'1で-(;cJi~i し、その所あげ主についてjfjI(Ví' し、 f，f(l， ghの環境条 1'1ーとの l 児1.d~を

!日1ろうとするものである。研究会報 Vo1.3No.lOに一部発表

jfl当 木村ー三HI¥、山口昇、柴Dj[lI，a1・

3 ~'~J'1; 長航'iíri.J斗の ;ëPJ沖、 çg改良について

jl_[j¥三i;'j同郊の力'D.J勾に開発するアコヤガイの71常大足場oヒの現象は!庖't'nと起1);1

する yl~'m' r:9) ~ご‘よるもので、これはその原悶となる底?町宮改良することにより問
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ü二できるものと=与えられる。よって b~11常湖!の発生場所と見られる水域の底泥を

しゅんせつし、そのliii後に!志賀調伐を行い、しゅんせつ工事の効果を判定し、

漁場改良針策の資料を得ょうとするものである。

担当 木村三郎、i1J口昇、柴原規計、前川徳昭(志摩保健所)

4.真珠漁場の海洋観測!

英虞湾、五ケiYr湾のiu}洋観測を実施し、各漁場の水j晶、温素量、酸素量、透

明度プラシクト γのi伏況を調査し、赤iljl、冷湖、アコヤガイの大量鮭死の原因

となる異常滞]等の異常海況の消長を把慢する。最近の報告として英成湾海洋観

測報告(昭平1l27 i:1三4 月 ~33年3 月)がある O

担当建嫡部全員

5.L!l:E!l~貝採 í'i'Ï観測j 立Eびに予報

34年度において実施する県営真珠貝採ffi試験の一環として、各海域における

海況を調査し、アコヤガイ幼生の111現:Jえ況を観察して採日器投入の適j明を予報

するに足る必舵資料を件ょうとする。

担当 木村三郎、関政夫、福島刻犬、宮本芳郎、浜口秀可

G.民珠貝採L!'i出の随釘!と構造について

アコヤガイ採日に当って従米杉*が一般的に用いられてきたが、採i収期まで

の脱j号、食害、成民不良等必ずしも採出器として満足できるものでない。よって

これらの欠点を州い安frniに多訟を入手 11:米る材料を肢も合理的な構造の採日器

合考案しようとするものである。

担当 1 I1口界、柴原ガtfit (資料l土木村三郎氏による)

集荷始まる

第 1回評価会

10月 5日
i感10月予定

2 O. 2 1日

(中珠 (6ミリ〉以下締切 1 3日)
大珠 (7ミリ〉以上締切 1 8日

守

aaE
，J'

守
/

J
J
T
 

市 (第 1回入札会) 26. 27日
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111 夏季箆死の予防について 111

特 iと英虞湾について

〔昭和34年度注意予報・第 1報〕

真珠研究会・海洋観測分科会

一重県水産試験場

国立真珠研究所

(A) 浜島水温(浜島水試前 Om)

8月 1日

昭和22fJ三以降の累年変化からみると、本年7月下匂の水温は28.40Cで最高を

示しており、昭和30年31年の大量艶死の年よりO.50C高温、平年 03年間平

均)より1.l
O
Cの高温である。

(B) 多役;島水温(真珠研究所臨海実験室前)

① 2m層

本年は水温の上昇ーが早く、 7月8日以来27臼迄は多少の昇i俸はあったが270C
級を示していたが28日以降は急、昇して 290C級となり一応警戒水温の範囲内

に入った。

これを前年に比べると、7月初日以降においてけ、最高3.10C、最低1.30Cの高温

であり、大量艶死のあった31年と略々全程度である。

② 5m層

5mi'認は 7月中旬以来250C級を示し28日以降260Cに昇温したが、今のところ

塁ム卒牟犀と見る事が出米る。

(C) 英成湾水温 (7月27日観測)

① 2m層

浜島から湾央部にかけて('i2rCliii後を示しているが、船越浦、立{"iI1m、布施FB

im、和貝，iill、争!l明Ir11、鵜方刊さ年は航路筋の沖合部を除いては大体280C~;)2に近

く、弦々 2~3 日の i晴天が続けば280C紋に入ると忠われるので一応答成水温

の範囲内と考えてよい。

① 5m層

全湾を通じて25"Cを示しておるが月末にはおそらく 260C乃五2rc級に近づ
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く事と忠われるが、現在のところ最も安全摺とみなす事が11¥米るO

全般的にみて既に2m隠は'~H民総開に入り、 5m層は安全層とみてよい。一般

に~~yS との関係は31年度の i山iからみると 28
0

C *iÆ300時間29 0 C 級20011寺間程で

六きな影響を及しているが特に水滴が急激に上昇した後に姥死が起る慌であ

り28日以後の7J<.i:TI¥.ヒ界一速度は非常に急であるから注意:を裂する。なおこの様

な切合には漸次下回lJ<.のrl.i昆も早くなるから 5m府と銚も常に矧測を実腕し

その変動に杭;立する除に希却する。

比重

(A) ili， 出比重

本年 7 月下旬における比重 1~J: 25. oot及を示し昭和 22年以来の記誌で比較する

と従来にない，'&:，比重て、ある。

(B) 多徳島比重

本年7 月下旬に入ってからの2m~5m，日の比重は前年にl:tべてかなりi'~;j く 2m

級23.50以上 5m級25.00伎を示している O これが例年に比べて浜由記録程将

兵のものであるかどうかv主来年資料がないので判定しかねるが、降水量が少

いこと1.Ililj天続きのため28日以降においても全慌の欣態を示しているO

このことは段近の海水の透明度が湾口から湾奥にかけて，)¥"iirに大きい現象と

関連がある肢に思えるし、この現象がHßlS~の腿Hillgr.患にどの出に影響する

かは、実証試験の結果がないので判定し兼ねるが今後の主珠貝の健J.;it:tJ:!，患につ

いては充分の注怠を払われたい。

(封印周辺における点珠貝の!tだ態は未f~只位の荻弱は認められないポ挿核i部

の!たブの弱さがt=15'[，って米ている。)

降水量

i)i， "込記主主で以ifーとの比較をみると、本年7月下旬の|咋7ki，\:~士1. 3ミリで過去

13ケ作一 IL\ I の記録では~.fj~!と[，jtn2i屯である。

fJ，Jj布130年、訂正i三の大bt際タEの年も非常に降水:立が少なかったが、英庶湾にお

いて夏季には毎句誕~ V f己主の降 iil~ lilは時l戎調印のrmから必嬰最低の限界の

様に忠われる。従って今後も引統いてIlllj天)JFI'Iの欣況が杭く機な場合には姥

死について充分の注意が必要であろう。

総括

昭和130{jと、 31年の真珠貝の F{手大kl蛇死[土問1J兇変動に世Jする予防手段が光うT

iilNぜられなかった'Fが大きな原因である。 開て本年現在の気匁iIlli5L~士写 1'[4 、
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i笥71<.7鼠の点で30if31年以上であるし、比重は遥かに高い。この降水量が非常

に少い事は水温が異常に上昇する大きな原悶となる外に比重や飼料条件にか

なりの影響を及ぼす様に忠、われるし、このことは真珠貝の健康欣態の聞から

みると若干の心配の点のある事が考えられる。従って今後の気象とそれに大

きく左右される海況の変動については充分の関心が必要であるが、全時に現

況からみて次の諸点、についてはねーに作業 i二のj主主、を払われたい。

1 . 海事作業上の注意

① 貝掃除は出来るだけ短日平rrilviこ凶iも簡単に消ませる事。なお出来ることな

ら慌の交換のみに止めておきたい。即ち貝掃除の際の空中露出や、足糸切

断~rによる貝の茨弱を防いで桜カ貝の他);ft維持に努める IJエが必要である。

② 現在のところ既に 2m慰は280C級となり哲戒水温の鈍聞に入ったから安

全国であえ三思阜!背後の水ì?t~を利』之ゑ段にしたい。

@ 湾奥部の浅いi.I!点、f坊でけ、海底泥の忠影響を汚!悲しなければならないから深

吊をした場合でも?i?に深行jり貝の間況に注意を払わなければならない。似

し7月271ヨの観測結果では湾奥部も醗京宣は充分あり水質の!巴化のJ伏況は

認められない。

2. 施術作業上の注意

① 施術直後の貝は特に死亡し易いから拘入する核のサイズを小さくするこ

と、又母貝は若年貝を使用する ¥IJが洛ましい。

② 施術直後の貝は71¥.瓶2TCを超すと死亡本が多くなるから、作業場、技生

場所のIJzi品が向いところでは深間水の汲み kげや、持生水深もj逝j民間で'I'f

主之主宰i;の注志、が心習さである。

児死現象がみられたときは、研究会、水産試験句、 t.&l)fミ研

究所の何れにでも早く御連絡下さい
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少くないが、殆んど誌とにばらばらであるために一般の人々の参考になり

日fiい。

編集子はせめても……と それらを/1lきる丈本誌に制介したが、現111:主

では京区珠に関するまとまった木がなかったのであるが、今回、 L記のた

が発行されたのでここに紹介する次第である。

著者の一人渡部氏は研究会にも関係のある三重大学の先生で、現(:1'アメ

リカにおられるが、 îlIJf~や貝殻の鉱物学的な研究ではlt国ではトップケ弓

スの方である。

文、小林新二郎博士け、東北大学jjllH:l身で満l十!の帝国大学の教授をつとめ

られii災後は日本で始めての有能な研究業iitをあげられたA{-:I・1号珠研究部の

部民として、渡部、結城了伍氏と共に研究され、発表されたifir*の研究」

という誌は非常な有誌なもので当時学生だった子は米知の小林同行、二想問、

して恵問頂いた思いH¥もある。

現在でも尚rJf究するに当り、まず、この報告集が一旬、引用されていたり

この j志の入手方法がないかと会員からすむ活のある ~ß~浮からも、この研究の

fllfi他がよく判るであろう。

本{~1ì'Ì大きく二つの部門に分れ、務殖及び生物学的なI:lû と、生 ;(J2、物伊 [1せ

なmiとがあり、前記の報告は全て引用されている点、更にJ'tの後の研究論

文もことごとく桧即されている点で読まねばならない吉であり、尻、必寸ご

jTjるjリiがあると思われる。

更にもう一つ付け加えておく事は現在北大にて在1I研究であるから、 t(~:に

弐Jlの方は関係なかろう…との↑立測を破って、 kJ;の後もいろいろ資料をよ

ぜて調べておられる…との話をきいて早速本誌を送った所、はしがきに「そ

の後多くの研究が発表され・…・ー・一!と記された様に御1ι，おとなり、 11¥¥;立と

して、引用されている点誠に院ろくと同時に、会員花氏と共にlt3cT1け』るけ:

;;pγてある。

さる研究会の折、本iHを見せた所、会員から是非幹脱して欲しいとあ引

がありまとめて購入する引にしたので希明者は代金をそえて中込んでドさ

し、。

Qυ 
ハペ
U



ii会報 1I

1R 月r，jf"í~ 字詰友会

111 リJ~研究会のため永らく休んでいた伊勢の研究会l士、盆休みの 17 日(月)

にi!FJfi[(さ htニ。

，if営委員としてはU:きる丈有志誌なス多数の人々の参加JIUきる研究会をも

ちたいと三与え、特に今回はすよ休み、九州との初技術交換、業界問題にゆjるい

山IjJj氏を始めて招く等 l丹羽から中fliiiしたのであった。

liJrがいざ誌をあけてみると我々の心配はどこえやら、さしも常々たる呉珠

会l1i'i3¥1皆の定作も一杯になり fili助尚子を動員する羽以で 140名を出える脱会

であり、却って食事のW¥(iiii¥こテシテコ鉾い汗だくの留品であった。

山!協氏の業界問題は良識 2 時 I~'，]余に1T.り生肢から愉出、アメリカの\\)~況迄

詳しい数字を取り入れてiiSされ、めったに¥mけぬ御話丈に全国民球の幹部、

峨誌は勿論、東京の仮~，!会や、県庁、大学、研究所、試験場、組合等多くの

人々の参加がみられた。

)[，)+¥の、後送り勺についてはかねて誌上て'おなじみの山口氏がこれ又多く

のデーターを持って 2nYI切に)"1 り説明され、会員:土活縫な質問をし、非常に

お忠義であったと足、われる。

円ーi.f、ft 

大1fU{、日l辺氏は['11f1な実験、円高ll失による始めての発衣てがあり、予定のiI年

刻単一杯を裂したのでとうとう尚LlJ所長の11!j:J則的に布誌な式出土次回にお願い

するがになり、大般会の内に終ったのである。

ff;j、閉会後、 LL11J1;氏をq8んで研究会役員による恕談会を持 bいろいろ詳し

いか'11話をfiiJった。

:m 
i防止の点.1;¥;~話料の動 ItiJ と今扱の lH被

Cf，s!c T¥r 1111i安定針策t_;11[ 12 111 キ I浩氏

2. 1ft: f;Jけl1Uによるj中核純Wtについて

l凡な!!C問、研究所大村支所以符 [11 U .-. '<:#. H; 

3 lケ入れの;";¥¥佼と先導部の{史flJ)j法

合i 施FEl lill [6: IJl JlI 11 :j: !c[~氏

4， 91lJ没きのH幻患による人以!なやの時何本について

;J l~ ~i~ 水 I;i'~ t;ド式会社 火花(i:"r lL二氏

-40 
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